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【報告】  
台湾の⼈⼝構造の現状台湾の⼈⼝は 23,539,816 ⼈、 
⾼齢者扶養率（65 歳以上の⾼齢者⼈⼝（⽼年⼈⼝）が 15-64 歳⼈⼝（⽣産年齢⼈⼝）に占め
る割合は 17.96%（2016 年 12 ⽉末統計）であり、出⽣数は年間 170,000 ⼈にとどまってい
る。 

近い将来介護問題と社会を担う年齢層の減少により介護問題や看取りは社会の課題である。 
今回の視察は、台湾において在宅医療体制の構築とホームホスピスに関⼼を持ち、数年前

から⽇本の在宅医療や介護システムの視察を重ねてこられた台湾在宅医療学舎の余尚儒医師
と奥様五⼗嵐由紀⼦さんの尽⼒により実現した。 
9 ⽉ 23 ⽇台東県東蘭村へ 
    村では地域住⺠の家に宿泊 
9 ⽉ 24 ⽇台東泰源村（無医村）巡回診療、訪問診療に同⾏  東蘭村での市⺠との交流会 
    市原理事⻑と松本よりホームホスピスについてのプレゼンテーション 
9 ⽉ 25 ⽇好家宅共⽣⽂化教育基⾦会理事との交流会 
9 ⽉ 26 ⽇康健雑誌主催シンポジウムに市原美穂登壇 
   ⽴法院（⽇本の国会議事堂に当たる）において国会議員と⼀般に公開された参加者に

市原美穂、松本京⼦プレゼンテーションを⾏い、質疑応答を受ける 
9 ⽉ 26 ⽇⼤渓の古い町並みでまちづくりの取り組みを視察  
   古⺠家において地⽅創⽣に取り組む若い⼈たちにプレゼンテーションを⾏って, 

意⾒交換 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【台東県都蘭村診療所】 
【⽴法院にて講演】 



 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
台湾においても、ホームホスピスのような「在宅」に近い介護施設を望む声は⼤きいと感じた。 
以前より、宮崎のかあさんの家や神⼾なごみの家には、台湾からのグループ視察があり、⾼齢

化社会として、⼀歩先を進んでいる⽇本に学ぼうという考えが⾒受けられる。 
 その取り組みは熱⼼で、⾏く先々での公園や意⾒交換会では活発な質疑応答が⾏われた。 
 ホームホスピス協会が主催する全国合同研修会への参加や⾒学の計画もあると聞き、関⼼の⾼
さも伺えた。 
 今後、台湾におけるホームホスピスが動き出すのではないかと期待できる。 

以上 
 

【参考】 
市原理事⻑が登壇した台湾の「VISION2025 国際会議」のホームページ 
https://www.commonhealth.com.tw/event/2025/?fbclid=IwAR36vnwYsmGfC97iruz3_jRCssvLn
qG3-EQJCxOXdKMwj5WfmcsEeMh2dzg#home 

【桃園市⼤渓にて星空講演】 

【泰源村（無医村）での巡回診療 同⾏視察】 【桃園市⼤渓にて星空講演】 


